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 陳 情 文 書 表         （令和 ４ 年１１月２５日受理） 

受 理 番 号 件            名 

陳情第７４号 
議員提出議案（意見書）に反対がある場合、反対討論を行

うことを求める陳情 

提 出 者 の 

住 所 ・ 氏 名 

※非公開情報 

 

付 託 委 員 会 議会運営委員会 

※原文のまま記載  

（要 旨）  

 議 員提 出議 案（ 意見 書） に反 対が ある 場合 、反 対討 論を 行う こと を求

めま す。  

 

（提 案理 由）  

平成 30年 第４ 回定 例会 にお いて 陳情 98号「議 員提 出議 案 （ 意見 書） に

対す る十 分な 提案 理由 の説 明及 び質 疑・ 討論 を確 保 す るこ とを 求め る陳

情」 （＊ １） が提 出さ れ、 不採 択に なっ てい ます 。  

（＊ １）  https://www.city.chofu.tokyo.jp/www/contents/15433006 

44098/simple/tin98.pdf 

しか しな がら 、そ れで 終わ った わけ では あり ませ ん 。  

2020年 10月 10日の 朝日 新聞 朝刊 １面 に「 教団 側望 む法 制定  請 願次 々   

旧統 一教 会系 団体 代表 が幹 部の 団体 」、 また 27面 に「 「勉 強し てく れた

ら選 挙応 援」  Ｐ Ｆ事 務局 長  地方 議員 に接 触」 との 見出 しの 記事 が掲

載さ れま した 。こ れは 、「 国が 家庭 教育 の基 本方 針を 定め ると いう 「家

庭教 育支 援法 」の 制定 を求 める 意見 書が 、全 国各 地の 地方 議会 で可 決さ

れて いる 。家 庭教 育は 、 宗 教法 人「 世界 平和 統一 家庭 連合 （旧 統一 教  

会） 」側 が重 視す る。 ・・ ・」 とい う記 事で す。 そこ には 、 「 家庭 教育

支援 法の 制定 を求 める 意見 書」 を衆 議院 に提 出し た全 国 34の地 方議 会の

なか に東 京都 では 唯一 調布 市が 掲載 され てい ます 。  

確か に、 平成 30年 ６月 22日 の調 布市 議会 に議 員提 出議 案第 ９号 「家 庭



2 

 

教育 支援 法の 制定 を 求 める 意見 書提 出に つい て」 （＊ ２ ） が提 案さ れ、

賛成 多数 で可 決さ れて いま す。  

市議 会だ より Ｈ 30．８ ．５  (＊ ３） に各 議員 の賛 否が 掲載 され てい ま

す（ 賛成 14， 反対 11，欠席 １） 。  

（＊ ２ ) https://www.city.chofu.tokyo.jp/www/contents/15280888 24 

551/simple/PDF4.pdf 

（＊ ３）  https://www.city.chofu.tokyo. jp/www/contents/153309989 5 

651/files/234.pdf 

会議 録に よる と、 提案 理由 の簡 単な 説明 があ りま すが 、「 本件 は質 疑 ､

討論 を省 略し 、直 ち に 採決 に入 りた いと 思い ます 。こ れに 御異 議あ りま

せん か。 」「 異議 なし 」、 「起 立多 数で 可決 」と いう 流れ で、 討論 なし

の「 即決 」で 反対 理由 はわ かり ませ ん 。  

令和 ４年 ９月 22日 の議 会運 営委 員会 にお いて 、あ る議 員が ある 意見 書

につ いて 討論 をし たい と議 会運 営委 員会 で申 し出 て議 論が され まし た。

結局 、そ の申 し出 は認 めら れま せん でし たが 、そ の議 論の なか で、 ある

議員 から 「意 見書 とい うの は、 国や 都に 対し て希 望や 意見 を出 すも ので

あっ て、 これ は各 会派 とか 個人 によ って 考え 方に 違い があ るの は、 もう

ごく 普通 だと 思っ てお りま す。 だか ら、 意見 書と いう のは 、そ の意 見書

に賛 成な ら賛 成、 反対 なら 反対 とい う態 度が 最初 に示 され ます けど も、

そも そも 、市 議会 で議 論し ても 解決 でき る問 題じ ゃな いか ら国 や都 にお

願い のよ うな 形で 意見 書を 出す ので あり ます ので 、そ もそ も、 これ は態

度で 決め るだ けで 私は いい もの だと 感じ てお りま す。 」と の発 言が あり

まし た。 この 「国 政や 都政 レベ ルの 課題 を市 議会 で議 論し ても 合意 する

わけ がな いの で、 討論 する 意味 がな い」 との 趣旨 の発 言で 「効 率の 良  

い」 考え 方で 一理 あり ます 。し かし 、議 員を 選ん だ市 民に 対す る説 明責

任が 置き 去り にさ れて いま す 。  

意見 書を 市議 会で 扱う なら 各会 派は 賛否 の理 由を 明ら かに すべ きで す ｡

賛成 討論 は提 案理 由で 代表 され てい ると 考え られ るの で、 少な くと も反

対の 会派 ・議 員は 、反 対理 由を 明ら かに する 必要 があ りま す。 本会 議最

終日 にあ わた だし く「 即決 」で 詳細 やそ の評 価が 不明 のま ま次 々と １件

数分 程度 で高 速で 大量 に機 械的 に処 理さ れて いく 意見 書は 、市 民の 理解
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が十 分に 得ら れな いも ので す。 まし てや 、そ の背 景や 価値 も重 みも 伝わ

りま せん 。あ るべ き熟 議の 議会 の対 極に ある よう な形 骸化 した 議会 の象

徴の よう な光 景で す。  

平成 30年 ６月 議会 で「 家庭 教育 支援 法の 制定 を求 める 意見 書 提 出に つ

いて 」反 対討 論が あっ たと すれ ば、 どの よう な経 緯で 提案 され たか まで

はわ から ない かも しれ ない が、 その 内容 に対 する 異な る意 見が ある こと

がわ かり ます 。「 市民 に開 かれ た議 会」 は議 論の 過程 を透 明化 して 、議

員を 選ん だ市 民に 対す る説 明責 任を 果た すこ とで す。  

この 陳情 では 、議 員提 出議 案 （ 意見 書） に反 対が ある 場合 、少 なく と

も一 人は 反対 討論 を行 うこ とを 求め ます 。  

以上 につ いて 陳情 いた しま す。  


